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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高  営業利益   経常利益  四半期純利益  

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  21,120  9.8  875  72.5  998  49.7  513  43.4

22年３月期第１四半期  19,231  △22.1  507  △51.3  667  △41.5  357  △46.8

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  5  66  4  99

22年３月期第１四半期  3  95  3  48

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  93,956  52,946  56.3  583  22

22年３月期  94,036  53,582  56.9  590  30

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 52,851百万円 22年３月期 53,495百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        4 00 －      4 00  8  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  4 00 －      4 00  8  00

（注）当四半期における配当予想の修正有無 ： 無  

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  42,000  6.7  1,900  61.4  2,100  56.3  1,150  44.4  12  69

通期  85,000  4.7  3,800  35.9  4,100  28.1  2,400  23.5  26  48

（注）当四半期における業績予想の修正有無 ： 無  



  

  

４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他の情報」をご覧ください。） 

   （注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ

「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。   

  

（１）当四半期中における重要な子会社の異動   ： 無  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有  

① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有  

② ①以外の変更        ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 98,221,706株 22年３月期 98,221,706株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 7,601,269株 22年３月期 7,597,973株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 90,621,102株 22年３月期１Ｑ 90,635,579株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国の内需拡大に伴う輸出の増加や生産の持ち直しなどに

より、企業収益は緩やかな回復基調にあるものの、欧州諸国の信用不安を背景とした株安・円高・デフレ傾向などに

より、景気の先行きが非常に不透明な状況となりました。 

当第１四半期連結会計期間の経営成績につきましては、売上高は21,120百万円（前年同期比9.8％増）、営業利益

は875百万円（前年同期比72.5％増）、経常利益は998百万円（前年同期比49.7％増）、そして四半期純利益は513百

万円（前年同期比43.4％増）となりました。  

セグメント別の状況につきましては、次のとおりであります。 

  

＜物流事業＞ 

 貨物自動車運送事業においては、建設重機や鋼板、合成樹脂関連および精密機器や衛生陶器等の取扱いが増加しま

した。港湾運送事業については、非鉄金属、鉄鋼原料および青果物の輸入等の取扱いが増加しました。その他、得意

先の生産量の回復により全般的に取扱いが増加しました。  

 その結果、物流事業の売上高は前年同期比12.5％増収の16,875百万円、営業利益は前年同期比81.6％増益の626百

万円となりました。  

  

＜構内作業及び機械荷役事業＞ 

 構内作業においては、得意先の生産量の増加に伴い取扱作業量が増加しましたが、機械荷役事業においては、大型

案件の終了や新規案件の減少により取扱量が減少しました。 

 その結果、構内作業及び機械荷役事業の売上高は前年同期比2.1％増収の3,474百万円、営業利益は前年同期比

73.0％増益の130百万円となりました。 

  

＜その他事業＞  

 不動産賃貸業務では、得意先の増床や契約形態の見直し等により取扱量が増加しました。また、建設業において

は、大型案件の終了や新規案件の減少により取扱量が減少しましたが、業務の効率化やコスト削減を図りました。 

 その結果、その他事業の売上高は前年同期比7.4％減収の770百万円、営業利益は前年同期比35.9％増益の118百万

円となりました。 

   

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期の総資産は、93,956百万円と前期末に比べ79百万円減少しました。  

 このうち、流動資産は33,406百万円となり、前期末に比べ920百万円増加しました。主な要因は現金及び預金が前

期末に比べ2,179百万円減少、有価証券が2,198百万円増加、前払費用が421百万円増加、その他（立替金等）が352百

万円増加したことによります。また固定資産は60,550百万円となり前期末に比べ999百万円減少しました。その主な

要因は投資有価証券が1,414百万円減少と有形固定資産における建設仮勘定584百万円の増加を反映したものです。な

お、投資有価証券の減少は上場株式の時価下落によるものです。 

 流動負債は27,868百万円となり、前期末に比べ902百万円増加しました。また固定負債は13,142百万円となり前期

末に比べ346百万円減少しました。主な要因は前期末に比べ未払費用が1,278百万円増加し繰延税金負債が559百万円

減少したことによるものです。 

 当第１四半期の純資産は、52,946百万円と前期末と比べ635百万円減少しました。主な要因は、その他有価証券評

価差額金が前期末に比べ791百万円減少したことによるものです。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末より20百

万円増加し、14,300百万円となりました。 

 当第１四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は1,035百万円となりました。これは、税金等調整前四半期純利益876百万円および減

価償却費755百万円の計上はありましたが、売上債権の増加額105百万円および仕入債務の減少額305百万円、法人税

等の支払額240百万円を反映したものです。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は354百万円となりました。 

 これは、主に有形固定資産の取得による支出額400百万円を反映したものです。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は662百万円となりました。 

 これは、主に借入金の減少額262百万円および配当金の支払額369百万円を反映したものです。  

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

今後の物流業界におきましては、国際貨物の輸送量は増加基調に転じているものの、国内貨物の輸送量は公共投

資の削減などにより依然として減少に歯止めがかからず、厳しい環境が続くものと思われます。  

このようななかで、当社グループは平成22年度を初年度とする３か年にわたる第四次中期経営計画を策定し、

１．売上の拡大 ２．物流品質の維持・向上 ３．企業基盤の強化 の三点を重点施策として収益目標の達成に取り

組んでおります。 

 平成23年３月期の第２四半期連結累計期間および通期の業績予想につきましては、現時点では平成22年５月12日に

公表いたしました業績予想に変更はありません。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。  

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要  

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

 これにより、営業利益、経常利益は、それぞれ８百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は231百万円減少し

ております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は545百万円であります。 

  

   

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,801 9,980

受取手形及び営業未収金 16,685 16,580

有価証券 6,013 3,814

貯蔵品 104 105

前払費用 927 506

繰延税金資産 578 556

その他 1,358 1,005

貸倒引当金 △62 △64

流動資産合計 33,406 32,486

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 22,585 22,651

機械及び装置（純額） 1,432 1,442

車両（純額） 729 781

工具、器具及び備品（純額） 66 63

リース資産（純額） 434 375

土地 16,813 16,813

建設仮勘定 620 36

有形固定資産合計 42,683 42,164

無形固定資産   

のれん 88 99

その他 1,337 1,440

無形固定資産合計 1,426 1,540

投資その他の資産   

投資有価証券 10,860 12,274

長期貸付金 210 212

繰延税金資産 32 18

その他 5,445 5,443

貸倒引当金 △107 △104

投資その他の資産合計 16,440 17,845

固定資産合計 60,550 61,550

資産合計 93,956 94,036
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 7,655 7,959

短期借入金 9,669 9,694

1年内償還予定の社債 5,014 5,014

未払金 823 546

未払法人税等 464 269

未払消費税等 268 348

未払費用 2,732 1,454

賞与引当金 605 1,118

役員賞与引当金 1 1

その他 633 557

流動負債合計 27,868 26,965

固定負債   

社債 86 86

長期借入金 8,774 9,012

繰延税金負債 1,337 1,897

退職給付引当金 1,399 1,534

役員退職慰労引当金 4 4

資産除去債務 539 －

その他 1,001 954

固定負債合計 13,142 13,488

負債合計 41,010 40,454

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,117 9,117

資本剰余金 7,848 7,848

利益剰余金 36,932 36,788

自己株式 △2,172 △2,171

株主資本合計 51,725 51,582

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,372 2,163

為替換算調整勘定 △245 △251

評価・換算差額等合計 1,126 1,912

少数株主持分 94 87

純資産合計 52,946 53,582

負債純資産合計 93,956 94,036
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業収益 19,231 21,120

営業原価 17,758 19,255

営業総利益 1,473 1,865

販売費及び一般管理費 965 989

営業利益 507 875

営業外収益   

受取利息 6 4

受取配当金 180 139

持分法による投資利益 27 33

その他 37 30

営業外収益合計 252 206

営業外費用   

支払利息 71 67

その他 20 16

営業外費用合計 92 83

経常利益 667 998

特別利益   

固定資産売却益 3 32

貸倒引当金戻入額 － 9

関係会社清算益 － 116

特別利益合計 3 158

特別損失   

固定資産除売却損 1 7

投資有価証券評価損 － 51

貸倒引当金繰入額 37 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 222

特別損失合計 38 280

税金等調整前四半期純利益 632 876

法人税、住民税及び事業税 167 415

法人税等調整額 104 △60

法人税等合計 272 355

少数株主損益調整前四半期純利益 － 520

少数株主利益 1 7

四半期純利益 357 513
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 632 876

減価償却費 892 755

のれん償却額 10 10

受取利息及び受取配当金 △186 △143

関係会社清算損益（△は益） － △116

支払利息 71 67

持分法による投資損益（△は益） △27 △33

固定資産廃棄損 1 6

固定資産売却損益（△は益） △3 △31

売上債権の増減額（△は増加） 703 △105

たな卸資産の増減額（△は増加） △81 1

仕入債務の増減額（△は減少） △363 △305

未払消費税等の増減額（△は減少） 106 △80

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 222

その他 147 44

小計 1,902 1,169

利息及び配当金の受取額 205 163

利息の支払額 △82 △57

法人税等の支払額 △453 △240

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,572 1,035

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △313 △400

有形固定資産の売却による収入 11 35

無形固定資産の取得による支出 △53 △109

関係会社の清算による収入 － 116

貸付けによる支出 △38 △48

その他 0 52

投資活動によるキャッシュ・フロー △393 △354

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 △8 △40

長期借入金の返済による支出 △240 △222

自己株式の売却による収入 0 0

自己株式の取得による支出 △1 △1

配当金の支払額 △369 △369

少数株主への配当金の支払額 △0 △0

その他 △52 △29

財務活動によるキャッシュ・フロー △671 △662

現金及び現金同等物に係る換算差額 18 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 526 20

現金及び現金同等物の期首残高 12,079 14,279

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,605 14,300
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 該当事項はありません。  

  

  

  

【事業の種類別セグメント情報】  

（前第１四半期連結累計期間） 

 （注）１．事業区分の方法 

 事業区分の方法は事業の内容及びその相互関連性に基づき区分しております。 

２．各事業区分の主な事業の内容 

３. 会計処理基準に関する事項の変更 

  前第１四半期連結累計期間  

  「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結会

計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）および「工事契約に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を適用しています。この

変更に伴う各セグメントに与える影響は軽微であります。 

  

【所在地別セグメント情報】  

 前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 全セグメントの売上高の合計額に占める本邦の割合が、いずれも90％を超えているため、その記載を省略してお

ります。 

  

【海外売上高】  

 前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 海外売上高は、売上高の10％未満のため、その記載を省略しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

物流事業 
（百万円） 

構内作業及
び機械荷役
事業 
（百万円） 

その他事業
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高及び営業損益                                    

売上高                                    

(1)外部顧客に対する売上高  14,997  3,402  831  19,231  －  19,231

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  107  107 (107)  －

計  14,997  3,402  938  19,339 (107)  19,231

営業利益  345  75  87  507 (－)  507

事業区分 主要な事業内容 

物流事業 

貨物自動車運送事業、利用運送事業（貨物自動車・鉄道・外航海運・内航海運・

航空）、港湾運送事業（一般港湾運送・港湾荷役（船内、沿岸）・艀運送）、倉

庫業、通関業、梱包業、海上運送事業、航空運送代理店業 

構内作業及び機械

荷役事業 

工場構内での原料、製品、重量物、精密機械等の移送、組立、充填、構内倉庫へ

の保管、入出荷作業とこれらに附帯する諸作業並びに機械の賃貸 

その他事業 建設業、警備業、産業廃棄物処理業、不動産業、保険代理業、自動車整備業 
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【セグメント情報】  

１．報告セグメントの概要  

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象としているものであります。 

 当社は、物流事業、構内作業及び機械荷役事業、その他事業に区分され、連結子会社は、各々独立した事業

単位として、当社の取締役会により定期的に検討が行なわれ、各々包括的な戦略を立案し、事業活動を展開し

ております。 

 したがって、当社グループは、当社の上記の区分及び連結子会社を基礎としたサービス別事業セグメントか

ら構成されており、事業活動の内容および経営環境に関して適切な情報を提供するため、経済的特徴およびサ

ービス等の要素が概ね類似する複数の事業セグメントを集約し、「物流事業」、「構内作業及び機械荷役事

業」の２つを報告セグメントとしております。  

  

   

 報告セグメントのサービスの種類は次のとおりであります。 

  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

 当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）    

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設業、警備業、産業

廃棄物処理業、不動産業、保険代理業、自動車整備業等のサービスを実施しております。  

２．調整額△106百万円は、セグメント間取引消去額であります。  

３．セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。  

  

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号 平成20年３月21日）を適用しております。  

報告セグメント サービスの種類 

物流事業 

貨物自動車運送事業、利用運送事業（貨物自動車・鉄道・外航海運・内航海運・

航空）、港湾運送事業（一般港湾運送・港湾荷役（船内、沿岸）・艀運送）、倉

庫業、通関業、梱包業、海上運送事業、航空運送代理店業 

構内作業及び機械

荷役事業 

工場構内での原料、製品、重量物、精密機械等の移送、組立、充填、構内倉庫へ

の保管、入出荷作業とこれらに附帯する諸作業並びに機械の賃貸 

  

  

報告セグメント  

その他 

（注１）
合計  

調整額 

（注２） 

四半期連

結損益計

算書計上

額  

（注３）

物流事業
構内作業及び

機械荷役事業
計  

 売上高             

  外部顧客への売上高 16,875 3,474   20,350   770   21,120   －   21,120

  セグメント間の内部売上 

  高又は振替高 
  －   －   －   106   106   △106   －

計    16,875   3,474   20,350   876   21,226   △106  21,120

 セグメント利益    626   130   757   118   875   －   875
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当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

 該当事項はありません。  

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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